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去る4 月30 日（火）に、あらくさ仲間の会（利用者自治会）

の総会を行いました。 

2018 年度の活動を振り返り、「町内清掃活動やあらくさ夏祭

りで、なかま屋台を運営し、日頃お世話になっている地域の皆さ

んに感謝の気持ちを表すことができた。」また、「きょうされん国

会請願署名を通して、制度などについて学習することができた。

そして署名活動でも、多くの人に伝えることができたことなどは

良かった。」などの意見がありました。 

2019 年度の活動計画については、「学習会をもっと行いたい。」「意見交

換を活発にできるように、全体会を行いたい。」「これまで行ったこと以外に

も、地域に役立てる活動に取り組みたい。」などとても活発に意見を出し合っ

ていました。 

立候補して議長を務めた利用者は、「沢山意見交換ができてとても良い総会

になりました。」と感想を言い、発足当初に比べ、自分たちの力で話し合い、

解決できるようになっています。今後もより良い活動が行えるように、1 人

ひとりの声が大切にされる必要があります。 

（担当：藤原） 

あらくさ仲間の会 

会長 遠藤貞子さん 

総会では一人ひとりの気持ちや意見を多く聞くことができてとてもうれしかったです。それ

ぞれが、意見を出しあっている姿を見ることができ、一人ひとりが強い思いを持っていること

に頼もしく感じました。 

 みんなのこうした思いを胸に、あらくさでより良く過ごせるようこれからも皆で考え、頑張

っていきたいと思います。 

この度の総会を通じて、利用者一人ひとりの、「あらくさを良くしたい！みんなが困ってい

ることは、解決したい！」という思いを、改めて強く感じることができました。さらに、職

員が考え付かないような視点での発言をして、「すごい発想をするなぁ！」と感じる場面も

多く、普段見る姿だけで、利用者の力を判断してはいけないと考えさせられました。また、

障害の重たい人のことを思いやる発言もあり、自分だけではなく、利用者全体のことを考え

ることができているのだと感じました。 

あらくさ仲間の会担当職員として、利用者のこれらのような姿から学ぶことや、気付かさ

れる事も多くあります。今後も一緒に考え、一人ひとりの持てる力を出し合いながら仲間の

会の活動を活発に行っていきたいと思います。                             

仲間の会事務局 

担当職員 藤原紀子 
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【決【決【決【決    算算算算    報報報報    告】告】告】告】    （単位（単位（単位（単位    千円）千円）千円）千円）    

平成 30 年度 
社会福祉法人あらくさ 事業報告及び決算報告 

【事【事【事【事    業業業業    報報報報    告】告】告】告】    

 就労支援事業収入については、新製品作りや、外部への販売に力を入れるこ

とで、増やすことができました。４月から三次市の委託を受けて、甲奴健康増

進施設「ゆげんき」の清掃作業を新たな仕事として取り組みはじめ、一部の利

用者の工賃が増えました。しかし全体的には、大幅に上げることはできません

でした。 

 そして、現在７０名近くの利用者が作業や活動を行っています。２０名を越

える利用者が所属する作業班もあり、一人ひとりにあった作業を保障すること

が難しくなっています。また高齢の利用者もおり、ニーズも多様化しています。

そのため、作業・活動班の再構築や、新たな事業内容・施設建設等検討の必要

性が一層増してきました。課題整理等を行い、具体的に計画立案し実践を創っ

ていくことは今後の課題だと言えます。 

【決算資料の公開閲覧所】夢工房ねむの木受付【決算資料の公開閲覧所】夢工房ねむの木受付【決算資料の公開閲覧所】夢工房ねむの木受付【決算資料の公開閲覧所】夢工房ねむの木受付    

就労支援事業収入就労支援事業収入就労支援事業収入就労支援事業収入    １８，９８６１８，９８６１８，９８６１８，９８６    

障害福祉サービス事業収入障害福祉サービス事業収入障害福祉サービス事業収入障害福祉サービス事業収入    １５７，１２４１５７，１２４１５７，１２４１５７，１２４    

経常経費寄付金収入経常経費寄付金収入経常経費寄付金収入経常経費寄付金収入    １，５０１１，５０１１，５０１１，５０１    

受取利息配当金収入受取利息配当金収入受取利息配当金収入受取利息配当金収入    １８１８１８１８    

その他収入その他収入その他収入その他収入    ３，３７１３，３７１３，３７１３，３７１    

人件費支出人件費支出人件費支出人件費支出    １１８，６３８１１８，６３８１１８，６３８１１８，６３８    

事業費支出事業費支出事業費支出事業費支出    １４，２４１１４，２４１１４，２４１１４，２４１    

事務費支出事務費支出事務費支出事務費支出    ７，９９２７，９９２７，９９２７，９９２    

就労支援事業支就労支援事業支就労支援事業支就労支援事業支出出出出    ２５，２５，２５，２５，３６１３６１３６１３６１    

その他支出その他支出その他支出その他支出    １７１７１７１７    

固定資産取得支出固定資産取得支出固定資産取得支出固定資産取得支出    ４，０９０４，０９０４，０９０４，０９０    

積立金資産支出積立金資産支出積立金資産支出積立金資産支出    ５８１５８１５８１５８１    

○収入  １８１，００3 千円 ○支出 １７０，９２３千円 

２０１８年度は報酬改正にあたる年でした。就労継続支援Ｂ型事業（夢工房ねむ

の木）では、前年度の月額平均工賃にもとづく７段階の報酬基準が導入されました。

高い工賃を支払える事業所と、そうではない事業所に差が生じるようになり、成果

主義が強調されました。きょうされんの調査によると、全国で 60％近くの事業所

で減収となり、厳しい経営状況を余儀なくされたという結果が浮き彫りになりまし

た。事業の存続も危ぶまれると訴える事業所もありました。当法人も同様で、非常

に厳しい運営を迫られました。 

さらに全国の事業所からは「通所することが不安定な人や仕事を継続することが

難しい人などは、平均工賃を下げてしまうという理由から、選別や就労の場から排

除さる対象となってしまうのではないか。」と、心配する声多く出ました。このよ

うなことは決してあってはならないことです。障害のある人の働く権利が守られる

ように、改めて粘り強い運動の必要性を痛感した１年でした。 

●報酬改正による多大な影響●報酬改正による多大な影響●報酬改正による多大な影響●報酬改正による多大な影響    

●●●●多様なニーズに応えるために多様なニーズに応えるために多様なニーズに応えるために多様なニーズに応えるために    

一泊交流会のお楽しみバーベキュー 

真剣に清掃作業に取り組む利用者 

（担当：岡田） 
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（担当：越智） 

古代から優生学という学問があり、後に優生政策・優生思想へと発展します。１９０７年アメリカのインディアナ州が、世界

で初めて優生学を政策に取り入れ、精神疾患や知的障害の人々に強制不妊手術をする「断種法」を制定しました。その後、約

30州にまでに広がりました。これにならうように世界の国々が断種法を取り入れました。 

ナチス政権下のドイツでは、働くことや戦闘能力がない人は国家には必要ない・価値亡き生命とし、障害のある人を抹殺して

も構わないと、「Ｔ４作戦（（虐殺の管理局の所在地「ティーアガルテン通り４番地」から由来））」を展開しました。ドイツ国内

に限っただけでも２０万人以上が虐殺されました。しかも、ヒトラーの優生思想を基に、精神科医を始め、医療関係者が手を貸

したという証言もあります。この大量虐殺の方法が、１９４２年から始まったユダヤ人虐殺に使われました。いわばＴ４作戦は、

リハーサルだったとのではないかとも言われています。 

「弱い者や劣ったものは社会から去ってもらうことが国のためになる。」というエスカレートした考えが、世界の国々に広ま

りました。次回は日本国内について考えたいと思います。 

優生思想を考える優生思想を考える優生思想を考える優生思想を考える    

2018年７月に起きた西日本豪雨災害では、200人以上の方が命を亡くされ、多くの犠牲者が 

出ました。その中には、障害のある人もいます。この教訓を生かして、災害時における障害のある人

について考えたいと思います。 

～～～～①①①①成り立ちと歴史的背景～成り立ちと歴史的背景～成り立ちと歴史的背景～成り立ちと歴史的背景～    

身体的・精神的に優れている者の遺伝子を残し、それ以外の遺伝子を排除し、優秀な人のみの人類を作ろうとい

う考えを優性思想と言います。 

相模原障害者施設殺傷事件や旧優生保護法による強制不妊・断種手術は、障害のある人を社会の役に立たず生きる価値がな

いとまで言い、多くの命を奪いました。また、本人の意思は関係なく、子どもを産み育てることも奪いました。これらは、優

生思想が根底にあると言われています。そこで１年間を通して、この思想について学習し、改めて命の尊さを考えたいと思い

ます。 

～～～～災害発生直後、障害特性等による困難災害発生直後、障害特性等による困難災害発生直後、障害特性等による困難災害発生直後、障害特性等による困難～～～～    

～～～～優生思想の歴史～優生思想の歴史～優生思想の歴史～優生思想の歴史～    

（担当：原） 

～多くの人の命が守られるために・・・～～多くの人の命が守られるために・・・～～多くの人の命が守られるために・・・～～多くの人の命が守られるために・・・～    

自分の身に迫る危険を察知することや事態を認識すること、また、必要な情報を得ることが困難な人もいます。たとえ事態

が分かったとしても、混乱してパニックになり、危険な場所に飛び出す・避難すべき時に動けなくなる人もいます。さらに、

避難する際の移動に時間を要する人もいます。また、対人関係に不安がある人にとっては、自分の状況等を人に説明すること

も困難です。災害時において障害のある人は、障害のない人以上に危険と隣り合わせで、命の危険にさらされる確立が高くな

ります。 

被災後、迅速な安否確認を行い、一刻も早く支援が行き届くことは重要だと言えます。また、障害のある人には、情報の

伝達や、身体的な介助などあらゆる面で人の支援が必要不可欠です。そのため、避難行動要支援者名簿や個別避難計画の整

備は必要です。それらが機能するように、私たちは日頃から防災意識を持ち、自治体や地域の人たちへ働きかける必要があ

ります。いつ起きるか分からない災害に備え、障害の有無に関わらず、あらゆる人の命が守られるように、助け合える関係

を作っておくことはとても重要なことだと思います。 

障害のある人にとって、避難所という慣れない環境に身を置くことは、順応できず不安が増し 

ます。そのため、避難することをあきらめ、危険な状況で自宅待機を選択する人が多くいます。また

避難しても、周囲の人から理解されず、避難所を出る人もいます。そういった人にとって、福祉避難

所は重要な役割があります。しかし、一般の第１次避難場所の利用を優先され、第２次避難場所とし

て開設が遅れてしまうと機能を果たすことが困難になります。速やかに福祉避難所が開設されること

は、安心して避難できる場の確保にとっても重要です。 

～避難所における現状と課題～～避難所における現状と課題～～避難所における現状と課題～～避難所における現状と課題～    

障害者と防災 
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いただいた食材は給食等に使わせていただきました。この他にも、アルミ缶・紙等の資源回収にご協いただいた食材は給食等に使わせていただきました。この他にも、アルミ缶・紙等の資源回収にご協いただいた食材は給食等に使わせていただきました。この他にも、アルミ缶・紙等の資源回収にご協いただいた食材は給食等に使わせていただきました。この他にも、アルミ缶・紙等の資源回収にご協力いただきまし力いただきまし力いただきまし力いただきまし

た。ありがとうございました。記載もれがありましたら、どうかお許しください。た。ありがとうございました。記載もれがありましたら、どうかお許しください。た。ありがとうございました。記載もれがありましたら、どうかお許しください。た。ありがとうございました。記載もれがありましたら、どうかお許しください。    

（順不同） 末藤朱美様 あらくさ友の会様 あらくさ家族会様 

 

ボランティアボランティアボランティアボランティア    

水越美智子様 グリーンカ—ベル様 寺田朱美様 二五旭様 風呂節子様 高橋信子様 東谷英之様 竹口義旭様  

宇賀みちくさの里様 藤原靖栄様 匿名様 

（2019 年4 月1 日～2019 年6 月30 日まで） 

金一封ご寄付金一封ご寄付金一封ご寄付金一封ご寄付    （順不同）   

野菜・食品・物品等のご寄付野菜・食品・物品等のご寄付野菜・食品・物品等のご寄付野菜・食品・物品等のご寄付    （順不同） 

自然を見守る会様 佐藤行雄様 高橋一夫様 甲奴カラオケ同好会様 

いただきました 

夏だ！祭りだ！あらくさ夏まつり！夏だ！祭りだ！あらくさ夏まつり！夏だ！祭りだ！あらくさ夏まつり！夏だ！祭りだ！あらくさ夏まつり！    
日時：2019 年 8 月 3 日（土）17：45～21：00 

場所：（社福）あらくさ 夢工房ねむの木（芝庭） 

ステージ発表や屋台ステージ発表や屋台ステージ発表や屋台ステージ発表や屋台・お楽しみ・お楽しみ・お楽しみ・お楽しみビンゴゲームビンゴゲームビンゴゲームビンゴゲーム大会など内容盛りだくさん！！大会など内容盛りだくさん！！大会など内容盛りだくさん！！大会など内容盛りだくさん！！    
当日、駐車場に限りがあ当日、駐車場に限りがあ当日、駐車場に限りがあ当日、駐車場に限りがありますので、お乗り合わせの上お越しください。りますので、お乗り合わせの上お越しください。りますので、お乗り合わせの上お越しください。りますので、お乗り合わせの上お越しください。    
あらくさ一同お待ちしています！！あらくさ一同お待ちしています！！あらくさ一同お待ちしています！！あらくさ一同お待ちしています！！    （担当：秋山・片山） 

去る 5 月２3 日（木）、きょうされん加盟事業所から

約 240 名の障害当事者・関係者が集まり、第４２次国

会請願行動を行いました。私たち広島県からの参加者は、

地元選出の国会議員を中心に、署名の趣旨や障害のある

人の生活実態等を訴えて回りました。 

この毎年の積み重ねが、障害者福祉施策の改善につな

がるのだとを改めて感じました。 
参加者 

秋 山 祐 一 
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理
事
長 

 

寺
田 

朱
美

（再
） 

 
 

副
理
事
長 

藤
原 

明
子

（再
） 

 
 

常
務
理
事 

歌
房 

哲
也

（再
） 

 
 

理
事 

 
 

国
岡 

雅
彦

（再
） 

 
 

理
事 

 
 

才
田 

あ
つ
子

（再
） 

 
 

理
事 

 
 

則
永 

昂
三

（再
） 

 
 

理
事 

 
 

藤
達 

俊
治

（再
） 

 
 

理
事 

 
 

山
本 

勇 

（再
） 

 
 

監
事 

 
 

伊
達 

潤
郎

（新
） 

 
 

監
事 

 
 

永
井 

克
典

（新
） 

  

今
後
と
も
よ
ろ
し
く 

 
 

 
 

 

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

広島県の参加者と 


